
　在仏フィリピン人の人口は3万人弱と小さな規模である。しかしながら、非正規滞在で家事労働に従事する者が
多いことが知られ、実際の人数はこれを上回ると考えられる。その多数は富裕層世帯で働く女性である。仏比間に
は家事労働に関する二国間協定は存在しない。このため、フランスで家事労働者として働こうとすれば必然的に非
正規滞在となるのだが、一定期間就労すると正規化の道も開ける。また、興味深いことに、事前の契約なしに出発す
る彼女たちはフィリピンにとっても海外就労フィリピン人（OFW）の正規ルートから外れる存在である。この講演で
は、現地調査から得られる知見に基づきながら、在仏フィリピン人家事労働者の制度の間隙を生き抜く姿を描くこ
ととしたい。
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